
本会の更なる充実、発展を願って 

旧都賀町教育委員会教育長 小倉 久吾  

 

下都賀地区生涯学習研究会機関紙「ネットワーク」第 50 号、発刊誠におめでとうございます。 

この会が創設されたのは、1983 年（S63）であり、その当時、私は下都賀教育事務所勤務６年

目を迎えておりました。またその年は、国立教育会館社会教育研修所主催の「生涯教育専門研修」

を受講し、本地区の教育長会や社会教育課長部会等で伝達をした年でもありました。 

生涯教育という用語や概念が公式に出現したのは、1965 年でした。P、ラングランが、ユネスコ

の成人教育推進国際委員会で提唱し採択され、その後、日本においては、1981 年（S57）の中央

教育審議会答申において、その理念や概念が示されました。生涯教育は、生涯学習を可能にする条

件づくりという意味であり、生涯学習は、性、年齢、職業など別なく、すべての人々が主体的に生

涯にわたって学び続け、それらを地域に還元するという意味もあり、今までの学校教育や社会教育

の在り方が見なおされ、紆余曲折をしながらも、今日に至っていると思います。 

本地区には、昭和 20 年代に創設され、法令外負担金を資金にし、運営されていた下都賀地区社

会教育振興協議会という２市８町の首長を頂点とする組織がありました。実質的には、社会教育課

長部会、社会教育係長部会、社会教育主事部会、社会教育指導員部会等の７部会があり、年間をと

おして、組織的、計画的な活動をしており、それぞれ成果をあげておりました。 

現職の社会教育主事有資格者に対しては、下都賀教育事務所主催の研修会が年一回あり、それぞ

れの立場での活動状況や情報交換等が半日研修で実施され各市町主催の社会教育諸事業や学級・講

座等の概況を知ることができました。 

以上のような、時代背景のもと関係機関等の指導や助言を頂き、本会を創設致しました。本会の

目的達成のため、有識者を招き、当初は、退職者を含めた会員相互の資質の向上や親睦をはかる研

修会を実施しておりました。 

今後とも本会の目的や創設の趣旨を念頭におき、前号までの機関紙「ネットワーク」から、本会

の今までの活動状況等を再確認し、また栃木県教育委員会事務局生涯学習課・宇都宮大学地域連携

教育研究センター から、提示されている「社会教育主事有資格者のための社会教育活動の

手引き 2016」等を活用し、各種研修会にも積極的に参加し、社会教育主事有資格者としての矜持

を保って、地域の教育力を生かした教育活動と社会教育の発展に、ご尽力くださることを願ってお

ります。 

本研究会の更なる充実、発展と会員各位のご活躍を祈念致しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年１２月 

発  行 下都賀地区生涯学習研究会 

事務局 下都賀教育事務所ふれあい学習課内 

TEL  0282-23-3422 

FAX  0282-23-3502 

E-mail 

  shimotsuga-kyouiku@pref.tochigi.lg.jp 

この度めでたく、下都賀地区生涯学習研究会機関紙「ネットワーク」第 50 号の発行を迎えることができました。平成

16 年に創刊号を発行してから 15 年、生涯学習についての特色ある取組や社会教育主事有資格者としての思いなど、250

を超える話題を紙面にて紹介させていただきました。これもひとえに、会員の皆様の御理解と御協力によるものと、深く

感謝申し上げます。 

節目となる第 50 号を発行するにあたりまして、下都賀地区生涯学習研究会の創設に御尽力いただきました、旧都賀町

教育委員会教育長 小倉 久吾 様と、日頃より栃木県の生涯学習振興に対しましてお力添えを賜っております、宇都宮

大学地域創生推進機構教授 佐々木 英和 様から、会員の皆様及び本会に向けてのメッセージをいただきました。 

今後も、さらに下都賀地区の生涯学習を振興し、社会教育を推進していきたいと考えております。これからも本会に対

しまして御支援くださいますようお願いいたします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「継続は力なり」のなせる技 
 

宇都宮大学 地域創生推進機構 教授 

生涯学習研究開発室  佐々木 英和 

 

四字熟語に「針小棒大」という言葉があります。これは、些細なことにすぎないのに、大げさ

に誇張して表現することです。これとは逆に、栃木県民は、自慢しても恥ずかしくない偉業を成

し遂げても、「大したことないです」と謙遜してしまう傾向にあります。それは、「棒大-針小」

とひっくり返して表記するとピッタリあうような謙虚な県民性です。 

でも、「続けること」それ自体が、簡単なようで決して簡単ではありません。社会教育業界で

は、最初は勢いがあるけれども、後から振り返ってみれば、打揚花火にすぎなかったと感じる行

事が少なくありません。それどころか、一時的に盛り上がっただけで、焼畑農業の焼け跡のごと

く、その後は何も育たなかったという事態も度々です。だから、「コツコツと続けることのでき

る力」が生み出した成果には、もっと胸を張って良いのです。 

さて、下都賀地区生涯学習研究会広報紙「ネットワーク」の５０号の節目への到達おめでとう

ございます。2004(平成 16)年から足掛け 15年の歳月をかけて、しかも年２回を年３回へとペ

ース加速しての達成です。次の通過点の１００号の拝読を楽しみにしています。 

「『学週間』の取組から」 

壬生町教育委員会事務局生涯学習課生涯学習係  

                     課長補佐兼社会教育主事  高橋 唯拓  

壬生町では、多くの地域住民が学校地域支援ボランティアとしてご活躍されています。今回は

「放課後学習サポート事業」でご活躍されている学習支援ボランティアの皆様の活動をご紹介い

たします。本事業は今年度で１４年目を迎えました。活動内容の１つに、本町中学校２校で行う、

長期休業中（７月下旬～８月上旬）を利用した学習支援『学週間』があります。『学週間』とは、

１０日間の集中サポートで午後１時から３時まで行い、この時間内なら生徒は自由に部屋から出

入りしたり、ボランティアの方に質問したりすることができます。毎年参加している生徒もいて、

今年度は２校合わせて、延べ２３２名が参加しました。ボランティアの方からは、地域の子ども

たちの学力向上に貢献したいという強い気持ちが伝わってきます。参加した中学生の感想に「家

だと誰かに質問する機会がなくて分からないものをそのままにしていたけど講師の方に質問で

きて理解することができた。」、「わからなかったところや苦手なところを丁寧に教えてくださっ

て、きちんと理解することができたのでよかったです。」など大変好評でした。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記 

 先日、本校の学校運営協議員の方と学校支援ボランティアの方との交流会を行いました。子どもた

ちに対する保護者の願いを、地域と家庭と学校がどのように連携してかなえていくのか、活発な意見

交換がなされました。子どもたちのために何ができるのか、様々な立場の視点から熱い思いを聞くこ

とができ、有意義な時間となりました。（U） 

第 1 回研修会報告 

１１月１６日（金）、小山市桑市民交流センター（マル

ベリー館）におきまして、平成３０年度下都賀地区生涯学

習研究会第１回研修会（下都賀地区ふれあい学習研修会、

下都賀地区地域連携教員研修）を開催しました。特定非営

利活動法人 教育支援協会 代表理事の 吉田 博彦 

氏に「地域と学校の連携・協力」の演題で講話いただいた

あと、グループで意見交換を行いました。学校・家庭・地

域それぞれが責任を分担し、子どもたちが幸せになるため

の学びをどう推進していくかについて考えることができ

た機会となりました。 

◆日時  平成 31 年２月 5 日（火） 13:30～16:15 

◆会場  下野市国分寺公民館 

◆内容  〈講話〉「地域学校協働活動を『地域づくり』『まちづくり』に！」 

講師 尚絅学院大学 エクステンションセンター長  松田 道雄 氏 

〈演習〉 「地域全体で地域の未来を担う子どもを育成するために」 

進行 下野市家庭教育支援チーム「ひばり」 

地域課題解決型学習プログラム「地域元気プログラム」を活用したワー

クショップをとおして、育てたい子ども像を共有するとともに、そのため

の大人の働きかけについて考える。 

◆申込  所属長あて「ふれあい学習ネットワーク開催通知」よりお申込ください。

生涯学習研究会第 2 回研修会 
（下都賀地区ふれあい学習ネットワーク） 

「感謝の心で」 
野木町立友沼小学校 教諭 野口 由紀  

私が勤務する友沼小学校は、読み聞かせ、学習支援、クラブ活動の指導など、たくさんの地域ボラン

ティアの方々に支えられている、とても幸せな学校です。下校見守りボランティアの「ひまわりパトロ

ール隊」は、地域のお年寄りが中心になって、雨の日も風の日も、暑い日も寒い日も毎日、下校する子

どもたちと一緒に自転車を押しながら歩いてくださいます。子どもたちを本当の孫のようにかわいが

り、学校や町の行事など、子どもたちが活躍する場には、必ず顔を出して応援してくださいます。子ど

もたちだけではなく私たち職員にも、娘・息子のように親しみを込めて接してくださるので、地域全体

が家族のようです。                      

こんな温かい地域の方々に愛され、育てられている本校の子どもたち。きっと、心優しい大人に成長

し、今度は地域を支える頼もしい存在になってくれることでしょう。私も、地域のため、子どもたちの

健やかな成長のために貢献できるように頑張りたいと思います。 


